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時間あ〉

bま手陣事 務401龍絞て士

験f帯話議 事宅主配1臼3800円
か勤務普春闘 守約8住専お分から午

語j、緩室主Ia:告書いきませんT>期総 必整委!とJÆi~

入会ご穂芸護oヌ説、
で!と1¥1.ゴキで申しiるんて匙くださしh
b串主主み先 我孫子登山霊毒事義務

澄lZl要望夫 予定数ミH思議llj守護醤j準

君82-4744

俳人民オ名 お知らをき
砂凝結子宮内在住の墜事な15

参歩道章者Y主主畳 居挙な横針案童話と言語

接

1>縫針重霊託予定日 41'羽田
炉給与 月15白勤務で6万尚昆 休ん守いる接語、子燃えさぞきのお慢話

喜重綱冬期手当も安絶され務す。

b申あ期限 3月10日〈同〉

1>申込方法 燈歴露在水量重郎経営

管理課業蕗係まて7ご持著書ください。

詳しくはn88-31'11 水量筆s!l繁

務係

i山の仲間会員募繁 l
f壱内!こ夜住まだiぷ在到のちて了、

18"要以土~40務以下まて釜石D1言。

主要まだは、

夜i号主主宰重言章 受初期麹~3月刊紛

室護霊堂終答饗祭事警i発へ芸差出してくださ まで

い。 炉麹い合tt宮む472…言語
; 今 i 窓エラ控室喜怒主要最終，需03-216 

E立641言望書完遂姦孝義幾号室罪重工授¥1支聖母空襲

23Eヨから箔6控室縦覧に侍して、こ 快申巡期限 ミ3fヨ318緋マ、

の主主主事を3Fヨ3181と礎定しま弓の 3日空自

で、墨司{草する万は箆覧できますの

でお宛らをしま亨。

主主E持、従事事濁書室内{こ喜建議のある

会!基準出できますa

砂級車竃1墨F号 T苦役員時〈本Ff窓}
滋1ち玉置務 干害径三宮E青

'"露支撃事8善寺 2湾238t:tら31'苦8
8，までのキ喜喜8G寺30分から午後5
E寺まで 〈選挙澄重量蜜蒸重量〉
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|箆頼員会委離挙人名簿繍 i 
選挙監雪E草委員会では、箇年オ同

1Eヨ現在て了農業委員会委員選挙仁

詩司す丑選挙人名簿を詞裂し、 2月

中当、企菜巳ヨラけるi宅街oヨ史書与
海上および、公害駁i上忍ど0)1吏綴

号害発Iご策するだめ中小説三業o新幾
百号、新技i話、公害防lt毛よどに雲唱す

る技術研究まだは、蕊{乍奇i守う著書
を対象として掩助金ぞ31'1寸し容をす。

砂研究開発課題 G)産塁走島事選後術

部門②省資源ー省工科しギ対

策関連技術部門③安全揺総・

社会開発対策関連技itiJm門 @時
定公害防止関連技術館内

(兇重量 T>鑓助対象者探知亡して、中小

企業者または、中小企繁者の臨調{事

b申E書

鍔言葉

ットーiこ女性らしい量産しい1¥ーそ E!l主主15cりなを詳のお樫言語そ写るだめ

二 を自指して線畿ロ励んでいき焚 じ士写専門の窓襲撃霊を後警護し亡率fをちし

す。 ています。 J二療絞め会つ{まんな〉絞密号室

T>錬留日 関溺同t覆8午前旬機tJ ま守護富治で棺長持してみを安ぜんか。 う会o会議7之さ二…毒事i之、
ら11時3日分 toF話機銭安定続〈給関?霊悶コ オ デ J 二tン、ドラム、カて5:;;¥ヴぞ、

1>協所 っくし野五i魚公器習総司摩耗 …〉枇0473(52) 6105 思考Bのm，iを言説いましょう。
会主富 r泌必議事議蚕'V)u九三ラヨ壬豆一つ 市内でま聖監訳o主主君主主主人日警護老を
砂金賢丹13∞内
1>指毒事 務綴要望号子

1>;璽絡先盟84-853915護側1I
器84-8109 燃符

器禁します。

際高翼喜重野菜ツルムラサキについ T>B符 3f:弓168(U) 節約終
罪者機、料理方法などをお知り から午後3憾

!とおもり政い万1晶、つぎのところま 砂鰯所 「自民会主茸*ーん

消 防

テレホンガイド

84-0001 

法律相殺

日時

備3月4臼

窃9:∞叶ヰ:ω
縁語号

静子お渓湘3選滋

(4) 

1>入経費料 30C円
b移加申入 3月刊日まI了

炉問い合せ官82-8713 じっl:f

砂翼露目 31'ヨおおくBJ
験炉主義合 主主総予釈放札[] 'f高音8

〈堅手持塾校時?る会〉

Otiランティ3コ〉
んのめを叡う会・連凶

i時少年記伝五1
b姶選会 3月16臼午後サ鶴子H
S会舘

惨開会式 4Fヨヨ灘北部1j':j事

Eま専伺王空爆 CE3フィッシンブン
ヲ潟支2ぬ〉

'"少年野まま喜聾鞍lJ毒事事重量

主主若E耳主要o上、さ〉ま宇野球大食1こ
ご主宰ちをいただきます。

少量義幸喜食 器83…0023註j袋、

860己主菱重量

"'~在時現昔話 3F.17悶 (愈)10持1J'
らiE'f 賢母1じ台市総センター

験車護隊車査書事t士郷軍b 31'ヨ18臼〈火〉
'"総書籍韓器産量tt滋盤b3符21B(金〉
が罪悪い重苦わt主 タキω鶴自2-2911

切るい話緩

普勝二ド機器量童謡言5ん〈正義務W514)ガ

モ〉絡事装襲警襲撃にYコャーベットol'1i軽量汀

議努事主主義さi'fP二ユニ71ミ…ム罪著書量綜合さ

んから君主会複数疑念として2万円

め喜納詩文アおり診しだ。

I>f¥尊重みよさん〈鈴木ぞう-9-12)
かそう主義綴王子必読審議ガありまし芝c

b密主主将鐙(子宮径約の万116主士

会千語放のた占bll670P号の童書{守ガ怒り

一株し日り絞殺別閥雑備の
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からな三本

b哲議所 …ドケ)555-14

1>資問 4α比g(際;f、事卒、針金¥
周二じの代議)

鮮食翼翼8 31'普段Eヨ(をヨ〉
b霊長t芸術役渋
建語重苦主餐ニF幸喜マ主謀議罪悪綴絡会

谷真語8 弓ヨヨ〉

験室経君主 総義提言較委主総経I!壊後九口

年誇王将20まぎ

府5i71< i:鞘出エ謹寄{都信側

GU襲警謀総法滞州
都 7金吋ラ河川定拍=混北台市昂センタ斗叩叶2∞
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